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   We observed recently three cases of ureteral  polyps including a case of multiple polyps. The 
first patient was a 33-year-old man with multiple polyps at the left upper ureter. The second 
patient was a 51-year-old man and the third 49-year-old man, and both cases were complicated 
with ureteral  stones. 
   We divided 88 ureteral polyps reported in Japan from 1970 to 1990 into polyps in children and 
those in adults. We further divided the individual polyps into single and multiple polyps and 
examined them clinically. 
   Characteristic findings were obtained in polyps in children; namely, multiple  polyps were 
dominant, almost all of them occurred at the left upper ureter and no cases were complicated with 
ureteral stones. 
   Furthermore, many of the multiple polyps in adults occurred at the left upper ureter and few 
were complicated with stones as in the children. 
   In conclusion, the ureteral polyps in children and multiple ureteral polyps in adults were simi-
lar in character and we presumed that some congenital factors might be involved in their occur-
rence. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 40: 61-46, 1994) 



































































禰 宣 田,ほ か ≡尿管 ポ リー プ
_プに ょる もの と考 え られ たた め 手 術 目的 に て再 入 院
とな った.1989年7月10日ポ リー プ 切除 術 を 施行 した.
手術 所見=左 上 部 尿管 を 切開 す る と大 小 約20個の ポ
リープ が 認 め られ た が,そ れ らの す べ てを 切 除 した
(Fig.2).切除 した一 リー プ の病 理 組 織 診 断は 丘bro-
epitherialpolypであ っ た.術 後1年4ヵ 月 後 の
DIPに て 左 水腎 症軽 度 認 め る も左 上 部尿 管 の線 状 陰






























































尿管 ポ リー プは非 上 皮 性 中胚 葉 由来 の 良性 腫 瘍 と し
て 扱わ れ て お り,組 織 像 に よ り,fibrouspolyp,vas-
cularpolyp,fibroepithelialpolyptlこ分類 され て い
る1).大沢 ら2)はこれ らに 加 えてimflammatorypo-
lyp,edematouspolyp,mucosalpo1yp,granuloma-
touspolypを分 けて7型 と して い る.し か し,実 際
に は これ らの組 織 型が 混 在 して い る場 合 もあ り,診 断
上 どの分 類 に 含め るべ きか 判定 しかね る こ ともあ る.
また,尿 管 ポ リー プの成 因 につ い ては,慢 性 炎 症,機
械 的刺 激,尿 流障 害,ホ ルモ ソ失 調,ア レル ギ ー.先 天
的要 因,等 多 くの誘 因が 考 え られ て い る.今 回わ れわ
れ は,自 験 例3例 を含 め て1970年か ら1990年まで に報
された 詳 細 の 明 らか な尿 管 ポ リー プ88例に つ いて3-13),
小 児例,成 人例 に分 け,さ らに そ れ らを 単 発 例,多 発
例 に分 類 して臨 床 的検 討 を 加 えた,ポ リープに は 樹枝
状 の もの が あ った が,根 部 が1個 の もの は 単発 例 に,
根 部 が 明 らかに2佃 以上 あ る もの は 多発 例 と した.こ
らの症 例に つ いて 性 別,結 石合 併 の有 無 お よび発 生 部
位 につ いて 検討 した(TableI,2).多発 例 は 小 児で は
28例中ll例(39.360),成人 で は60例中5例(8L3%)
と小 児例 に そ の割 合 が 多か った.ま た単 発 例,多 発 例





































































































2)大 沢 哲 雄,青 島茂 雄,武 田 正 雄:尿 管 ポ リー プの
2例.西 日泌 尿41:147-151,1979
3)由 井 康 雄,中 島 均,坪 井成 美,ほ か:尿 管 ポ リ
ー プの 臨床 的 検 討.泌 尿 紀 要31:677-681,1985
4)長 谷 川倫 男,鳥 居 伸 一 郎,望 月 篤,ほ か:尿 管
鏡 生 検 で診 断 した尿 管 ポ リー プ.臨 泌42:157-
159,1988
5)岡 田 克 彦,角 井 徹,藤 井 元 広,長 大 な 尿 管 ポ リ
ー プの1例 .西 日泌 尿49=851-853,1987
6)菅 尾 英 木,辻 本 幸 夫,滝 内秀 和,ほ か:腎 孟 尿 管
移 行 部 狭窄 に 合併 した 長 大 な 尿 管 ポ リー プの1
例.泌 尿紀 要32:586-591,1986
7)大藪 裕 司,鮫 島 博,江 藤 耕 作=小 児尿 管 ポ リー
プ の1例.西 日泌 尿52:642-645,1990
8)武井 孝,小 松 秀 樹,上 野 精=尿 管 ポ リープ の
4例.西 日泌尿50=667-670,1988
9)児 島康 行,滝 内秀 和,櫻 井 易,ほ か1小 児 尿 管
ポ リー プ の1例.泌 尿紀 要35=1047-1050,1989
10)薄井 昭博,広 本宣 彦=尿 管 ポ リー プに と もな った
巨 大 水腎 症 に よ り赤 血 球 増 多症 を きた した1例,
西 日泌尿49:1861-1863,1987
11)杉山 寿一,加 藤 範 夫,伊 藤 正也,ほ か=自 家 腎 移
植 に よ り腎保 存 可 能 で あ った 尿 管 ポ リープ の1
例.泌 尿紀 要35●llHl4,1989
12)大島 憲次,中 村 浩 二,井 川 幹 夫,ほ か ・小 児管 ポ
リー プの1例.泌 尿 器外 科2:65-68,1989
13)藤原 政 治,三 谷 信 二,福 重 満=尿 管 ポ リー プの
1例.広 島病 医 誌18:197-200,1986
(ReceivedonMay25,1993AcceptedonJulyl9,1993)
